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国際ジンポジウム報告

インターネット・ワークショップ99 CIWS'99)開催報告

九州工業大学情報工学部電子情報工学科教授

IWS'99プログラム委員長
尾家祐二

大阪大学コンベンションセンターにおきまして、 InternetWorkShop 99 (IWS'99)が 2

月18日から21日の期間開催されました。本シンポジウムは、IEEEConmunicat ion Society 

の技術的支援および大阪大学大型計算機センター、日本学術振興会未来開拓学術研究事

業「高度マルチメデイア応用システム構築のための先進的ネットワークアーキテクチャ

の研究」 (JSPS—即i1F97Rl6301) 、科学技術庁の協力により、日本国内外におけるインター

ネットに関連する最新の研究閲発成呆の交流の為に行われました。大阪大学の宮）原秀夫

教授およびペンシルバニア大学のロック・ゲリン教授が委員長を務められ、宮原秀夫教

授を始めとする多くの大阪大学の先生方および学生ボランティアの方々が多大の貞献を

して下さいました。実際、プログラム委員長として村田正店教授。ローカルアレンジ委

員長として下條具司教授および馬場健--助教授、さらには会計委員長として大崎l専之助
手が活躍されました。これは、大阪大学がインターネット研究の中心的な研究機関であ

ることを反映しており、その貢献に敬意を表します。

参加者は 244名に逹し、海外からも 52名の研究者が参加しました。このように多くの

インターネット研究者が参加し、基調講演を含む 26のテクニカルセッションが開かれま

した。テクニカルセッションは、インターネットに関連する輻広いトピックを網羅して

おり、最新の研究成果の発表やパネルデイスカッションがありました。それらの中で、

多くの興味を引いている話題のひとつは、次1仕代インターネット構築技術に関する研究

及びそのネットワーク上で動作するアプリケーションに関する研究発表でした。これま

でのインターネットの拡大は、より多くのネットワークを相圧接続することに関心が払

われることによって実現されてきました。その中で、伝送容闊の増大も行われてきまし

た。一方、次恨代インターネットを特徴付けているのは、これまでと同様の伝送容閤の

さらなる大容羅化の他に、高い通信サービス品質および高い安全性への意識です。本シ

ンポジウムにおいても、インターネットにおけるサービス品質(QoS)およびセキュリティ

に関するセッションに多くの聴衆が集まっていました。さらに、このような特徴を備え

た次憔代インターネットにおける新たなアプリケーションとして遠隔講義、遠隔会議お

よび遠隔医療に関する研究発表も行われました。これら高い水準の研究成果の発表が行

われ、それらの論文を収録したプロシーデイングスはIEEEから出版予定です。

このように本シンポジウムの主題ともなる次世代インターネットに関する 2つの基調
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講演が行われました。ひとつは IETF(InternetEngineering Task Force)のインターネッ

ト技術ボード議長でもある IBMのブライアン・カーペンターI導士によるもので、インタ
ーネットに導入されつつある品質保証技術"DifferentiatedService"の最新動向に関する

もので、もう一つはインデイアナ大学の副学長であるマイク・マクロビー教授による講

演で、米国を中心とした次世代インターネット研究プロジェクトである Internet2

(http://www. ucaid. org/)およびその実験ネットワークである Abilene

(http://岬 w.internet2. edu/abi lene/)の紹介をして頂きました。
さらに、期間中 2月18日には、宮原秀夫教授を含む日米の代表的なインターネット研

究者が一堂に会し、次世代インターネット技術とアプリケーション開発に関する共同研

究を行うための覚え書き締結のニュースが発表され、話題となりました。米国側は上記

の Internet2の母体組織である UCAID(UniversityCorporation for Advanced Internet 

Development)が参加しました。本発表に関しては、新聞、雑誌（日経コミュニケーション

1999コミュニケーション年3月1日号92ページ「次冊代インターネット、いよいよ日

米共同研究がスタート」）による報道もありました。

また、上述したテクニカルセッション及びパネルデイスカッションの他に、インター

ネット研究開発の最前線を披露するためのデモも会場にて行われました。具体的には、

本学キャンパスネットワーク ODINSを韓国まで延長し、 DV(デイジタルビデオ）による

高品質遠隔会議をはじめ、本学超高圧電子顕微鏡の遠隔操作などの高速ネットワークを

用いたデモが行われ、参加者に好評を拇していました。
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